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島浦地区まちづくり懇談会（概要） 
日   時 平成２２年８月２７日（金）１９時００分～２０時２０分 
会   場 島野浦島開発総合センター 
参 加 者 ５７人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

内  容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 島浦地区区長から地区の課題等について説明・提言 

≪小野区長≫ 

  島浦地区からは、３点について要望したい。 

【１点目】 

日豊汽船の中央岸壁（高速艇）乗り場は、雨の日の乗り降りが非常に不便であ

るため、アーケードを設置してほしい。 

【２点目】 

 長年の課題であるが、猫の糞尿の処理に苦慮している。現在、区で被害を軽減

するための取り組みを行ってはいるが、良い対処法は無いだろうか。 

【３点目】 

島内には、子どもたちが泳ぐことができるような場所が日井の浜と影浦（かげ

んだ）の浜しかない。しかし、道路が整備されておらず利用が難しいため、日井

の浜まで軽自動車が通行できる程度の道路整備をお願いしたい。 

 

≪市長≫ 

【１点目】 

 日豊汽船乗り場のアーケード設置については、待合施設から乗り場までの間に

設置する費用を調査したところ、強風にも耐えうる構造等が必要となるため、概

算ではあるが、最低でも３００万円程度となるようである。費用対効果やコスト

の抑制手段を含めながら、検討させてもらいたい。 

【２点目】 

 猫の糞尿被害についてだが、後ほど、島浦地区での取り組みについて、具体的

にうかがいたい。 

 また実際、猫は、動物の愛護及び管理に関する法律で愛護動物とされており、

野良猫であろうと殺したり、苦しめたりすることができない。ある自治体が、捕

獲した猫を山奥で放したところ、動物愛護団体から訴えを提起され書類送検され

たという実例もある。犬の場合には狂犬病などの恐れもあるため処分しやすい面

があるが、猫の場合には動物愛護の観点から保護されており処置が難しい。 

１つのやり方として、雄猫を捕獲して去勢することで、時間はかかるものの自

然減を図るというやり方がある。「地域猫」という呼び名で、えさやりやトイレの

場所を決め、地域全体でしつけるとともに去勢を実施することで、長い目で見な

がら環境を整備していくというものであり、実際にこのやり方を導入している自

治体もある。 

 去勢には費用もかかるが、「地域猫」のような取り組みで、まちの環境づくりを

行うという位置づけであれば、「市民協働まちづくり支援事業」として補助するこ

とは可能ではないかと考える。 
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内  容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【３点目】 

 日井の浜までの道路整備については、昨年、東国原知事と現地視察も行ったが、

県としても難しい状況のようである。 

市が整備する場合においても、農道等として補助を受けながら整備することは

難しい。また、複数のルートを検討したが、トンネルの有無に関わらず、軽自動

車が通行できる道路とするには全体事業費として最低でも１０億円以上かかる見

込みであり、現時点では難しいと考える。しかし、現在の道を、歩道として勾配

を緩やかにする程度の整備であれば、可能性は出てくると考える。 

 

 

２ 意見交換 

≪意見≫ 

島浦町で生活していく上での要望として、２点お願いしたい。 

【１点目】 

白浜西地区から宇治地区に向かうトンネルの雨漏りがひどい状況にある。土木

課による現地調査が行われたが、すぐに対処するのは難しいようである。通学、

通勤ルートにもなっているため、崩落事故等が発生しないよう早急に対策を講じ

てほしい。 

【２点目】 

 道路事情としてカーブが多いが、カーブミラーの設置が少ない。延岡警察署島

浦駐在所に協力を依頼し、ミラーが必要と思われる箇所の抽出を進めている。陳

情も考えているので、設置の検討をお願いしたい。 

 

≪市長≫ 

【１点目】 

トンネルの雨漏りについては、土木課より現地視察の報告を受けている。また

再度、雨天時の状況も報告される予定である。緊急性が高いようであればすぐに

対応するが、雨漏りの程度、対応手法、必要な工事とその事業費などを把握し検

討したい。 

【２点目】 

カーブミラーの設置については、具体的に必要と思われる箇所を示していただ

いた上で、市が設置する場合のルールに基づいて判断し、設置箇所や設置時期に

ついて検討したい。 

 

≪意見≫ 

現在、島内にはデイサービスしかなく、自宅で高齢者介護ができなくなった場

合には、島外の施設を利用するしかない状況である。島外の施設では、どうして

も高齢者と家族との交流が薄れてしまうため、島内に長期入所が可能な施設整備

はできないか。 
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≪市長≫ 

入所型介護施設の設置についてだが、近年、国も介護分野において新しい制度

などの検討を進めており、デイサービス施設での預かり時間の延長や宿泊への対

応など、介護サービス拡大の検討もはじまっている。島浦デイサービスセンター

の施設や受け入れ体制等の問題もあるが、制度としては可能になると踏まえた上

で、第一歩としてどういう対応ができるのかをつめていくことが必要であると考

えている。 

 

≪市長≫ 

 ここで、先ほどの猫の糞尿被害について、島浦地区での取り組みを小野区長か

ら紹介していただきたい。 

 

≪小野区長≫ 

最近、島野浦島開発総合センター前や、民家の玄関先などに糞が多いため、保

健所や市生活環境課とともに調査を行った。やはり、猫を処分することは難しい

ため、長い目で見て去勢による自然減を促すのが良いと提案されたところである。

具体的な取り組みとしては、島野浦島開発総合センター前に猫用トイレを試験

的に設置した。設置後３日目くらいから猫が使用するようになり被害の範囲が縮

小したため、いくらか改善された。現在のところ、同様の取り組みを民家前など

でも実施するのが効果的ではないかと考えている。費用の問題もあるが、去勢も

実施していくことで徐々に改善していきたい。 

 

≪市長≫ 

そのような取り組みは、まさに先ほど紹介した「地域猫」という、地域全体で

猫をしつける形である。また、費用については雄猫に去勢を施すことのほうが数

千円程度と安価であるため、町全体で実施するのであれば「市民協働まちづくり

支援事業」などの補助制度を活用できる可能性もあると考える。 

 

≪意見≫ 

子どもが泳ぐことができる場所として、影浦の浜に桟橋等の船着き場となるも

のは整備できないだろうか。 
 
≪市長≫ 
現地の状況を把握していないが、海水浴場とした場合に船で往来することとな

るようなので、整備した場合の利用者数の見込みなどを整理し、費用対効果を含

め検討したい。 
 
≪意見≫ 

地域医療の体制についてだが、島浦地区はドクターヘリで搬送するような緊急

性の高い重篤な患者についても、船で浦城町に渡り、そこから県立延岡病院へ救

急車で搬送される形となる。搬送時間の短縮のため、島浦地区へのヘリポート設

置や着陸箇所の確保は考えていないのか。 
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≪市長≫ 
ドクターヘリについては、県の「地域医療再生計画」において重篤患者の転院

を主眼に宮崎大学医学部付属病院と県内の主要な病院とを結ぶ形となっており、

県立延岡病院へのヘリポート設置が計画されている。 
実際には、より患者に近い位置に着陸するケースもあると思われるが、それに

備えて市内各所にヘリポートを設置するのではなく、個別に着陸できる箇所を設

定することになると考える。 
 
（参考）島浦地区においては、島浦公園多目的広場（島浦マリン球場）がヘリポ

ートとして指定されている。 
 
≪意見≫ 
島の高齢化が進んでいる。島出身の若者の定住率も下がっており、近い将来に

は高齢者だけの島になってしまうおそれがある。市長は、このような現状につい

てどう考えているか。 

 

≪市長≫ 
少子高齢化は日本全体の問題でもあり、延岡市においても同様である。その進

展を食い止めるには、まず「働く場」をつくることが大事であると考えている。

センコービジネスサポート㈱やクレアパーク延岡工業団地第２工区などのような

場所に働く場をつくることで、若い人の延岡市定住につなげていきたい。 
島浦地区についても、地域の特性を活かしながら「働く場」を増やすことが重

要である。同じく漁業が盛んな北浦地区の直海では、比較的に若い人や子どもが

多い。その理由の１つとして、他の漁港と比べ「儲かっている」という面がある。

これは、十分に収入を得られれば、若い人も地元に定住するという証拠である。

つまり、それぞれの地域でどのような「儲かる」取り組みを行うかということが

重要であり、ヨコワ漁などは、そのような取り組みの糸口になると期待している。

 

≪意見≫ 
以前より要望の多い、日豊汽船の島浦―阿蘇間の就航計画は無いのか。燃料費

等物流コストの削減はもちろん、通勤ルートとしての利用も可能となり、将来的

には高速道路の開通に伴いさらに利便性が向上するため、ぜひ実現してほしい。

 

≪市長≫ 
島浦―阿蘇間については、島浦―浦城間に比べ悪天候による影響が少ないため

利便性が高いことは把握している。就航を実現するために検討は進めてきたが、

課題が多く進展していない。それらの課題をどのようにすれば解決できるのかを

整理していかなければならない状況である。 

 

以 上

 

 


